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生成AI／AIイニシアチブの準備を整えるために

は、まずデータの準備を整える必要があります。そ

して、現在および将来にわたってデータの準備を

整えるためには、IT戦略とデータアーキテクチャ

を見直して刷新しなければなりません。厳しいプ

レッシャーにさらされた今日のデジタル経済にお

いて、企業として成功するか、それとも足踏みを余

儀なくされるかは、モダンなデータ／AIアーキテク

チャにかかっています。イノベーションの推進者兼

データ戦略担当者としての役割は、下流のチーム

が目まぐるしい変化に素早く対応できるよう準備

を整えることです。また、既存および新規のクラウ

ドテクノロジーを活用して業務上の価値を持続的

に創出する必要があります。

そこで役に立つのが、包括的なデータマネジメン

トプラットフォームです。システムの連携が可能に

なるだけでなく、データやアナリティクスのニーズ

も満たすことができます。データを戦略的資産と

して扱うことで、顧客体験の改善、AIドリブンなイ

ノベーションの加速、ビジネスの敏捷性の向上を

促すことができます。

企業全体に信頼できるデータが行き渡ると、より

質の高い意思決定を行えるようになり、運用コス

トの削減、競争優位性の獲得にもつながります。

データ主導のデジタル トランスフォーメーション

（DX）を推進するため、データマネジメントの新

しいアプローチを反映させた最新のデータアー

キテクチャを構築する必要があります。統合型の

データマネジメントは次の5本の柱で構成されて

います。

1. データプラットフォーム。オンプレミスおよびマ

ルチクラウドアーキテクチャに対応した、生成

AI／AI搭載でモジュール型のエンタープライズ

規模のインテリジェントなデータプラットフォー

ムでは、モダンなアーキテクチャパターンを柔

軟に構築できます。これにはデータファブリッ

ク、データメッシュ、また単なるデータスタックを

より一貫した構成可能な「データファースト」ス

タックへとモダナイズする能力も含まれます。

2. X O p s（D a t a O p s、M L O p s、L L M O p s、
FinOps）。DataOps、MLOps、LLMOps、
InfoSecOpsを採用して、データパイプラインや

データ配信ワークフローのオーケストレーショ

ンを自動化することにより、継続的な配信、分

析、監視を実現します。FinOpsは、クラウドモダ

ナイゼーション（最新化）の過程において、主に

コストの最適化に関する提案を行います。

3. AI、生成AI、機械学習（ML）。データの準備や

モデルの選択、チューニング、実装の際には、

AI、生成AI、MLを活用して、データの飛躍的な

増加に対応しなければなりません。モダンな

データ／AIアーキテクチャにより、適切に管理

された、責任ある方法でAIシステムを構築でき 
ます。

はじめに

今、新しいデータ／AIアーキテクチャを構築する理由
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今、新しいデータ／AIアーキテクチャを構築する理由（続き）

4. メタデータマネジメント。責任あるAIを構築する

ためには、AI／生成AIに含まれるバイアスを特

定して緩和し、トレーニングデータのソース、タ

イプ、収集方法、また関連するその他の詳細情

報について、注釈を付ける必要があります。その

ための重要な基盤となるのがメタデータです。

5. データガバナンスとデータプライバシー。生成

AIの普及により、適切に管理された、責任ある

方法を通じてAIシステムを構築することが、か

つてないほど重要になっています。社内のデー

タ標準やデータポリシーに従って、エンタープ

ライズシステム内のデータの可用性、有用性、整

合性、安全性、プライバシーを管理します。デー

タガバナンスとデータプライバシーは、データ

の用途を管理し、データの民主化も可能にし 
ます。

これをベースにエンドツーエンドの統合型インテ

リジェントデータマネジメントプラットフォームの

青写真を確立して、オンプレミスでもクラウドでも

あらゆる形態のデータを管理する強力な機能を

利用して、AI、生成AI、アナリティクスの各イニシ

アチブを推進できるようになります。

IT部門はこれら5つの基本原則をデータ／AIアー

キテクチャに組み込むことで、単に組織のデータ／

AI戦略を実行するだけではなく、データ／AI戦略

の定義により深く関与できるようになります。

この電子ブックでは、データドリブンなアーキテク

チャをサポートし、次の機能を通じてデジタル ト
ランスフォーメーションを加速させるフレームワー

クについて解説します。

• インテリジェントなデータプラットフォーム

• クラウドモダナイゼーション

• データエンジニアリング

• マスターデータマネジメント（MDM）と360度
アプリケーション

• データガバナンスとデータプライバシー
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パート1

インテリジェントなデータプラットフォームの導入を
促す根拠

データプラットフォームが重要な理由

• 効果的なAIモデルを開発するためには、開発

のライフサイクル全体（実験、トレーニング、実

装など）を通じて一貫性と安定性を確保する必

要がある

• 総体的な顧客体験とデジタル体験には、多

数の業務分野のデータを把握できる完全な

ビューが不可欠である

• データ品質とデータの整合性は、目標が絶えず

変化する「動くターゲット」になりつつある

• データ／AI関連規制に対するコンプライアンス

を確保する必要性が高まっている

• データの利用者は、マーケットプレイス体験に

おいてシンプルなデータアクセスを求めている

• ペタバイト（PB）／エクサバイト（EB）規模のAI
トレーニングとアナリティクスを実現するため

には、クラウドモダナイゼーションが業務上の

最優先課題となっている

• データアナリティクスのスキル不足により、強化

や自動化のニーズが加速している

先進的な組織は、レガシーインフラストラクチャ

を維持しながら新しいデータテクノロジーを導入

して、市場主導のイノベーションを実現します。し

かし、データレイクや顧客アナリティクスのプラッ

トフォーム、ストリーム処理など、技術面のアド

ホックな追加により、データアーキテクチャは大

幅に複雑化しています。

ポイントソリューションや手作業コーディングは特

定の目的には有効ですが、複雑で部門横断的な

AIイニシアチブには不向きです。このようなイニシ

アチブには、シームレスな統合、柔軟性、拡張性

が必要であり、これらが欠如していると次のような

課題に直面する場合があります。

• 複数かつ重複する投資

• 多様なスキルセットの欠如

• 自動化されていない、または最小限の自動化

• 俊敏性と生産性の低下

• ハイブリッド／マルチクラウド環境の限定的な

サポート

データプラットフォームにより、複雑なデータを

効果的に管理して、業務上のニーズを促進できま

す。AI／生成AIアプリケーションを活用するため

には不可欠なツールです。データプラットフォーム

は、データの可能性を最大限に引き出してAIイニ

シアチブを推進するための基盤と能力を提供しま

す。こうした課題を解決するには、データディスカ

バリ、データカタログ、データ取り込み、データ統

合、マスターデータマネジメント（MDM）、データ

ガバナンス、データプライバシー、データマーケッ

トプレイスなどを網羅する幅広いデータマネジメ

ント機能が必要です。

アーキテクチャに関する課題

進化し続ける今日の経済環境において、競合他社

より一歩先を行くためには、新しいテクノロジーの

開発が必要なのは明白です。AI／生成AIモデルの

トレーニングには膨大な量のデータが必要です。

実データや合成データは多種多様なシステムに分

散しています。それらのデータを統合して、相互運

用性を確保することで、データドリブンな意思決

定を迅速に行うことが成功の鍵となります。

http://now.informatica.com/jp/
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パート1

インテリジェントなデータプラットフォームの青写真

http://now.informatica.com/jp/


informatica.com/jp

AI時代に強い最新データアーキテクチャを構築するための5つの方法

7

パート1

ウォークスルー：インテリジェントなデータ
プラットフォームの青写真

AIを活用したエンドツーエンドの業務成果を実現

するために、寄せ集めのポイントソリューションや

非効率的な手作業コーディングに依存すべきでは

ありません。総体的なデータマネジメントプラット

フォームは、マイクロサービスベースでAPIを搭載

した柔軟な基盤上に構築する必要があります。そ

れにより、柔軟性や俊敏性を高め、イノベーション

を加速することができます。そのほかに次のよう

なメリットもあります。

1. 最新のアーキテクチャパターンの構築に柔軟に

対応。総体的なプラットフォームは、データファ

ブリックやデータメッシュのような新しいアーキ

テクチャパターンを構築、導入する基盤として

機能します。また、クラウドデータレイク／デー

タウェアハウス、アプリケーションの統合、ハ

イパーオートメーション、360度の顧客ビュー、

データガバナンス、データプライバシーなどのイ

ニシアチブをサポートする際にも役立ちます。

2. データインテリジェンスのための統合メタデー

タ基盤。適正なプラットフォームは、メタデータ

のSoR（記録のシステム）とエンタープライズナ

レッジグラフを提供します。これにより、AIエン

5. データに関連する複数のペルソナ（ユーザー

特性）に合わせて調整された、共通の統合ユー

ザー体験を提供。データマネジメントアプリ

ケーションには、統合機能、アクセラレータ、相

互運用性があらかじめ組み込まれており、ガイ

ドに従って直感的に操作できるユーザー体験

を提供します。

6. 業務の生産性。あらかじめ組み込まれたXOps
（DataOps、MLOps、FinOps）により、エンド

ツーエンドのデータオーケストレーションやAI/
MLモデルのライフサイクルをサポートします。

7. 広範なパートナーエコシステムに対応。広範な

パートナーエコシステムには、テクノロジー、ク

ラウド、ソリューション、システムインテグレー

ターのパートナーが含まれます。このアプロー

チは、マルチクラウドシステムやハイブリッドシ

ステムにおけるデータプラットフォームの構築、

導入を支援し、リソースへのアクセスを容易にし

ます。

ジンは複数のデータマネジメント機能にインテ

リジェンスをもたらすため、全社規模で理解を

深めることができます。また、相互運用可能な

完全統合型のデータマネジメントにより、デー

タのライフサイクルが統合され、簡単かつ迅速

にデータを使用、管理、保護できます。

3. 自律的で強化されたデータマネジメント。強化

されたデータマネジメントとは、AIを活用して

データマネジメントのタスクを強化または自動

化することです。膨大な量のデータセットを必

要とするAIモデルのトレーニングと実装には不

可欠です。インテリジェントなデータマネジメン

トプラットフォームにより、AI/MLを利用した数

千もの手動タスクを自動化できます。これによ

り、生産性が最大100倍向上します。

4. 最適化されたデータ処理エンジン。コンピュー

ティングは、ハイブリッド環境やマルチクラウド

環境におけるさまざまなデータ処理手法に対

応できるよう最適化されています。代表的なも

のとして、ETL、ELT、データエンジニアリング、

データ準備などがあります。

http://now.informatica.com/jp/
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パート1

インテリジェントなデータプラットフォームを
設計する際に検討すべき事項

相互運用可能な完全統合型のデータマネジメン

トクラウドを使用して構成可能なアーキテクチャ

を構築し、連携性に優れたデータ戦略を採用す

ることで、データのライフサイクルにエンドツー

エンドで対応する必要がありますか？

データマネジメントアーキテクチャは全社を対象

にメタデータの使用をサポートするように設計さ

れていますか？それとも社内の1つの部門や分

野を対象にしていますか（その場合、それはどこ

ですか）？

数千ものデータマネジメントタスクを自動化する

ことで、データマネジメントを簡素化および拡張

する必要がありますか？

組織には、ガバナンスやテクノロジーのスキルを

持つ内容領域専門家（SME）がいますか？

データディスカバリやデータキュレーションの自

動化にAIとMLを最大限に活用していますか？

http://now.informatica.com/jp/
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貴社の理想的なインテリジェントデータ
プラットフォームを描きましょう
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パート2

クラウドデータウェアハウスのモダナイゼーションを
促す根拠

クラウドは、顧客体験の改善、業務プロセスの自

動化、データの収益化、生産性の向上といったAI
／生成AIドリブンなデジタル トランスフォーメー

ションの目標達成に不可欠です。企業が予算をク

ラウドに移行するのに伴い、クラウドデータウェア

ハウス／レイクハウスを採用して、セルフサービス

で柔軟性の高いオンデマンドのマネージドインフ

ラストラクチャ／プラットフォーム／ソリューショ

ンを活用する動きがあります。

• ビジネスニーズに応えるためのデータにリアル

タイムにアクセスできない

• データ／インフラストラクチャマネジメントのコ

スト、非効率性、リスクが増大している

IT部門の課題

• 1日／1時間ごとに新しい業務要件をサポートで

きるようにして、アジャイル開発を促進する必要

がある

• データの状況を把握して、戦略的なクラウド移

行アプローチを推進する必要がある

• 複数の新しい統合パターンをサポートする必要

がある

• サービスレベル契約（SLA）やガバナンスを守

りながらビジネスを遂行する必要がある

クラウドモダナイゼーションが重要な理由

• 従来のデータウェアハウス／ストレージでは、AI
／アナリティクスアプリケーションで使用する

データの量とタイプの急増を処理できない。

• 従来のデータウェアハウスを拡張して今日の増

え続けるストレージおよびワークロード需要

を満たそうとすると、コスト、労力、時間がか 
かる。

• オンプレミスのデータソース、クラウドのデータ

ソース、従来の統合プラットフォームでは、拡張

や実行が不可能なだけでなく、ガバナンスやセ

キュリティのニーズに応えられない。

業務部門の課題

• インサイトの獲得のスピードアップが必要

• どのデータを利用できるか、それがどこにある

か、その影響はどのようなものかを把握しなけ

ればならない

http://now.informatica.com/jp/
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パート2

クラウドモダナイゼーションの青写真
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パート2

ウォークスルー：クラウドデータウェアハウスの
モダナイゼーションの青写真

この青写真は、インテリジェントなデータマネジメ

ントプラットフォームのソリューションと原則を使

用してクラウドモダナイゼーションを実施するため

の全般的なフレームワークとなるものです。

1. データウェアハウスのモダナイゼーションの第

一歩は、データのカタログ化、データ品質の向

上、セキュリティおよびデータ制御の適用です。

データカタログでは、データ設計者は移行対象

データの探索、キュレーション、管理、優先順位

付けを行うことができます。データガバナンスで

は、オンプレミスとクラウドのすべてのデータに

データ制御を適用できます。データ保護では、

クラウド内で移動またはアクセスされるデータ

のセキュリティを確保できます。

AIとMLには、生産性の向上、インテリジェント

な提案、AI／MLベースのデータディスカバリ、

新しい非構造化データのオンボーディング自動

検出／管理などのメリットがあります。

5. クラウドデータ統合では、さまざまなクラウドプ

ラットフォームのすべてのデータが接続、統合、

同期されます。

6. クラウドデータ統合技術により、技術プロセス

と業務プロセスでさまざまなソースからのデー

タを有意義で価値ある情報に統合できます。

7. データが統合されてクレンジングされると、高度

にキュレーションされたデータがクラウドデー

タウェアハウスに保存されて業務レポートや視

覚化ダッシュボードなどの下流アプリケーショ

ンに入力できるようになります。

8. 柔軟性に優れたコンピューティング能力の活用

が可能なクラウドデータレイクやMLを含めるよ

うにアーキテクチャを拡張することで、クラウド

データウェアハウジングだけでなく高度なアナ

リティクスにも対応できます。

2. データの複製と大量取り込みでは、データをク

ラウドオブジェクトストアに効率的に移動でき、

大量のデータを処理するスピードと規模が求め

られます。

3. ストリーミングデータは、効率的に収集され、

スループットの優れたメッセージングシステム

（Apache Kafka、AWS Kinesis、Azure Event 
Hubなど）に直接提供されます。または、スト

リーミングアナリティクスの実行が可能なクラウ

ドオブジェクトストアに直接提供されます。

4. APIおよびアプリケーション統合では、APIと
SaaSアプリケーションが他のSaaSアプリケー

ションやオンプレミスアプリケーションに接続

されます（NetSuiteからSalesforceへの接続な

ど）。サポートされるパターンには、データの同

期化、リアルタイムのプロセスオーケストレー

ション、API統合などがあります。

http://now.informatica.com/jp/
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パート2

クラウドモダナイゼーションを設計する際に
検討すべき事項

利害関係者が求めているものは何ですか？そ

れらの利害関係者が絶対に必要としているもの

（要求）と欲しているもの（希望）は何ですか？

データの品質はどうですか？移行前にデータを

準備する際、社内ではどのようなデータプロファ

イリングとクレンジングの手順およびツールを使

用しますか？信頼できる高品質のデータのみが

移行されるようにするにはどうしますか？

さまざまなAIワークロードに対応するための拡

張戦略はありますか？

データと関連メタデータを把握してクラウドデー

タウェアハウスへの移行対象を判断するための

データカタログツールを検討しましたか？

運用データストアを移動すると組織にどのような

影響がありますか？技術的な問題だけでなく、

技術以外のガバナンスの問題の観点でも考えて

ください。クラウドコンピューティングは安全で

すが、一部のデータ要素の配置に関する規制や

契約上の制限はありますか？

適切なツールと自動化機能を使用しています

か？データマネジメントソリューションとデータ

統合ソリューションは1つの完全なソリューショ

ンとして連携していますか？それとも断片化さ

れ別々に機能していますか？データマネジメン

トプラットフォームのどの機能（接続性、使いや

すさ、迅速な統合、エンドツーエンドのソリュー

ション、拡張性など）が最も有用かを考えてみて

ください。

http://now.informatica.com/jp/
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貴社の理想的なクラウドモダナイゼーション
アーキテクチャを描きましょう
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パート3

データエンジニアリングの導入を促す根拠

データドリブンなAIアプローチを推進してビジネ

スを変革するには、評価すべき点が数多くありま

す。そのためには、最新のイノベーションをいち

早く活用する必要があります。競争の激しい今日

のデジタルファーストな経済環境では、人工知能

（AI）、機械学習（ML）、データサイエンスの価値

を見くびることはできません。

データエンジニアリングが重要な理由

企業が扱うデータ量は増加しています。このように

データ量が増えることで次世代の生成AIやアナリ

ティクスが可能になりますが、データマネジメント

の問題も生じます。効果的なデータエンジニアリ

ングにより、アナリストが業績に関してパターンや

傾向を特定してデータを分析したり、投資の有効

性や収益率の主要指標を評価したりすることがで

きます。

• IT部門の対応が遅いことに不満を持っている

• 異種ツールや手作業による制約がある

• キュレーション済みデータセットのコラボレー

ション、共有、更新や知識の再利用の手段が 
ない

IT部門の課題

• モデル実装のフレームワークを活用して特化型

のITインフラストラクチャとCI/CDパイプライン

を確立するのが困難

• 業務部門からのデータに対する要求の増加

• データが業務部門で何に利用されているのか

を把握できない

• 業務部門への価値提供に苦労している

• 資産であるデータの用途を統制、管理する能力

が低下している

データが断片化している

多くの企業では、高度なアナリティクスを実行する

際に、部門ごとにデータを抽出するか個別のデー

タマートを構築しており、部門間でデータセットの

共有や相互参照を行うことはありません。このよ

うなデータの分散化により、業務部門ではビジネ

ス目標に影響するデータを分析することが困難に

なっています。

データガバナンスを適用してデータ品質を確保す

る必要がある

データの大部分は組織の外部から取得した、ソー

スも構造も不明なデータです。そのため、データ

が低品質である可能性が高く、リスクが高まりま

す。データエンジニアは、AIモデルやアナリティク

スのパフォーマンスと信頼性に大きな影響を及ぼ

す問題（欠落値、異常値、ノイズ、不一致など）を

解決しなければなりません。

業務部門の課題

• データ戦略とビジネス目標を一致させることが

できない

• 信頼できるデータを提供するのが難しい

• データへのアクセスが制限されている

http://now.informatica.com/jp/


informatica.com/jp

AI時代に強い最新データアーキテクチャを構築するための5つの方法

16

パート3

データエンジニアリングの青写真
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パート3

ウォークスルー：データエンジニアリングの青写真

このリファレンスアーキテクチャの青写真は、オン

プレミスまたはクラウドにデータエンジニアリング

を導入するための全般的なフレームワークとなる

ものです。これにより、データ管理プラットフォー

ムで適切なユーザーが適切なデータをタイミング

よく利用して、貴重なインサイトを業務の改善に役

立てることができます。

1. インテリジェントなデータレイクの基盤には、

データの探索、ガバナンス、保護の各機能を含

める必要があります。また、一般的な全社レベ

ルのメタデータ層にAIとMLを組み込んで活用し

ます。データカタログでは、すべての企業データ

の探索、インデックス作成、キュレーションを行

います。データガバナンスを適用すると、再現可

能で拡張性の高いデータガバナンスポリシー、

プロセス、標準が生成されます。データのプラ

イバシーと保護を確保するには、業務および技

術レベルのポリシーを適用して、データを保護

し、データプライバシーに関する規制に伴うリス

クを最小限に抑えます。

5. ストリーム処理やアナリティクストランスフォー

メーションは、社内のその他のデータでエン

リッチ化できます。こうしたデータには、データ

ウェアハウス、マスターデータ、イベント（機械学

習アルゴリズム、ワークフロー、アラートをリア

ルタイムで呼び出すイベント）などがあります。

ストリーミングデータはバッチ履歴分析のため

にデータレイクに保存することも可能です。

6. CLAIRE®のようなAI自動化エンジンを活用すれ

ば、さまざまなデータマネジメント作業を自動

化して、簡素化と拡張を図りながら、データチー

ムに迅速にデータを配信できます。

2. データエンジニアは、バッチ、準リアルタイム、

リアルタイムのデータに対応する包括的で高パ

フォーマンスの接続性を備えた拡張可能なスト

リーミングおよび大量インジェスチョンを使用

して、ほぼすべてのデータを任意のスピードで

インジェストできます。

3. データエンジニアは、ランディングゾーンにお

いて、AI搭載ツールと処理エンジン（Apache 
SparkのELTなど）を使用して、データの解析、

変換、統合、クレンジングを行い、データをエン

リッチ化します。

4. AI搭載ツールにより、クラウドまたはオンプレミ

スで拡張性に優れた高性能のデータ処理エン

ジン（Apache Sparkなど）でデータを解析、変

換、クレンジングできます。

http://now.informatica.com/jp/


informatica.com/jp

AI時代に強い最新データアーキテクチャを構築するための5つの方法

18

パート3

データエンジニアリングを設計する際に
検討すべき事項

データレイクのメタデータおよびデータガバナ

ンス戦略を定義し、データ資産の分類法やグ

ロッサリを標準化していますか？必要な監査可

能性と透明性を確保していることを確認できま 
すか？

使用事例に必要なデータ統合パターンの数は？

取り込むデータのタイプは（リレーショナルデー

タ、マシンデータ、ソーシャル、JSONなど）？

これらのシステムからデータにアクセスするプロ

セスの概要を説明してください。次の質問に答え

てみてください。誰に相談するべきか？データ転

送の頻度は？変更箇所のみとデータセット全体

のどちらを取得するか？

社内のユーザーがIT部門のサポートなしに簡単

にデータレイクからデータを準備できるようにす

るにはどうしますか？煩雑な手作業によるキュ

レーションやクレンジングを減らすデータ準備

ツールの導入を検討していますか？

履歴やコンテキストでストリーミングデータをエ

ンリッチ化する必要がありますか？

ビジネスルールやスチュワードシッププロセスを

導入して、データ品質の問題を特定、解消してい

ますか？

http://now.informatica.com/jp/
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貴社の理想的なデータエンジニアリング
アーキテクチャを描きましょう
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パート4

マスターデータマネジメントの導入を促す根拠

マスターデータマネジメント（MDM）を導入し、

360度ビューと唯一無比のソースを提供すること

で、ターゲットの絞り込みの強化、コストの削減、

企業全体の業績向上を実現できます。さらに一歩

進めて、Multidomain MDMにより顧客、製品、サ

プライヤー、その他のデータを統合することで、全

社規模のインサイトを獲得できます。これまでは

得られなかったこのインサイトにより、競合他社

との差別化が可能になります。

今日の要求が厳しい環境においても存在感を示し

続けたいと考える先進的な組織は、次のような使

用事例にMultidomain MDMを採用しています。

• 顧客体験

• デジタルコマース

• AIと先進のアナリティクス

• 業務の生産性

IT部門の課題

• 類似データの重複したソースが多すぎる

• エンティティ間およびエンティティ全体の関係

を確認できない

• データの断片化と整合性欠如により、法定レ

ポートの作成が遅れ、リスクエクスポージャが

高まる

• 手作業によるデータ照合のコストがかさむ

• 顧客の問題へ先回り的に対応するための情報

が不足している

• 請求、出荷、サービスの住所の情報が統一され

ていない

マスターデータマネジメントが重要な理由

• 顧客データビューが断片化されて不完全なた

め、タッチポイントでの顧客体験が低品質で一

貫性に欠けたものになる。

• 企業が誤った提案や重複した提案を行うと、 
顧客は自分が得意客ではなく初めての顧客で

あるかのように感じる。

• 総体的なデータビューがなければ、組織はリス

クエクスポージャ全体を特定、測定、管理でき

ない。

• 連携のないデータは、企業がコンプライアン

ス要件を満たすのに苦労していることを意味 
する。

業務部門の課題

• 顧客に対する透明性が欠如している

• 顧客獲得コストがかさむ

• 営業のコンバージョン率が低い

• 顧客へのサービス提供コストがかさむ

• ワレットシェア（顧客内シェア）を高めることが

できない

• 顧客の価値とリスクを正確に測定できない

• 顧客のオンボーディングプロセスが遅れる

http://now.informatica.com/jp/
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パート4

マスターデータマネジメントの青写真
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パート4

ウォークスルー：マスターデータマネジメントの
青写真

次世代マスターデータマネジメントのリファレンス

アーキテクチャにより、顧客と顧客関係に関する

信頼できる実用的なビューを全社レベルで確立で

きます。前ページの図では、顧客データの一元的

なオンボーディング、顧客データの優れたスチュ

ワード（データ管理／案内人）、エンティティ全体

での顧客関係の明示、顧客情報のエンリッチ化／

確認／検証を必要とする企業が使用できるフレー

ムワークを紹介しています。このフレームワーク

に基づいて、状況を把握しながら関連性の高いコ

ミュニケーションを顧客との間で行えるようにな

ります。

5. データガバナンスとデータカタログ：データガバ

ナンスにより、企業データをプロアクティブに管

理できます。データカタログにより、全社規模で

データを特定して、マスターデータとしての関連

性を評価し、データリネージを定義できます。

データプライバシーとデータ保護により、法規

制に沿ってデータアクセスのセキュリティを保

護できます。

6. データレイク／ウェアハウス：クラウドデータレ

イク／ウェアハウスを統合して、MDMソフトウェ

アから取得した豊富なマスターデータやデータ

レイク／ウェアハウスから取得した関連情報を用

いてエンリッチ化し、AIやアナリティクスで活用

できます。

7. リバースETL：MDMを他のアプリケーション

（業務アプリケーションなど）、データウェアハ

ウス、先進のアナリティクス、AIとデータサイエ

ンスなどの使用事例と統合できます。

1. データのインジェスチョンと統合：データのイン

ジェスチョン、複製、統合を通じて、現代の業務

運用のペースに沿って、さまざまなソースシステ

ムやエンタープライズアプリケーションから効

率的にマスターデータを収集できます。

2. データ品質：データ品質のクレンジング、プロ

ファイリング、標準化、改善、モニタリングを行

い、正確性、整合性、完全性に優れたマスター

データを作成できます。

3. マスターデータマネジメント（M D M）：

Informatica MDM 360 SaaSにより、重複するマ

スターレコードのガバナンス、照合、マージを行

い、信頼できる唯一無比のバージョンへと統合

できます。

4. プロセスオーケストレーションとAPI／アプリ

統合：エンドツーエンドのプロセスのオーケス

トレーションを行い、複数のアプリケーション

にまたがる全社レベルのメタデータとビジネス

ファセットを管理できます。API／アプリ統合に

より、社内の各種業務アプリケーションおよび

サードパーティのアプリケーションからマスター

データを収集して、エンリッチ化できます。

http://now.informatica.com/jp/
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パート4

マスターデータマネジメントを設計する際に
検討すべき事項

貴社は顧客中心の戦略を立てていますか？顧客

体験の競争への備えはありますか？

将来のビジネスニーズを満たすために、将来の

アーキテクチャを現在のものとからどのように変

えますか？

顧客の獲得、維持、拡大について、どのような目

標を設定していますか？顧客体験の管理目標は

どの程度達成できる自信がありますか？

現在どのようなギャップに直面しており、どのテ

クノロジーで対処したいと考えていますか？

目標達成にあたり、顧客情報はどのような役割

を果たしますか？データの信頼性が低い場合、

どのような影響がありますか？
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パート5

データガバナンスの導入を促す根拠

多くの企業にとってデータは戦略的な優先課題

となっていますが、データガバナンスも同じです。

データガバナンスとアクセスマネジメントにより、

AI、生成AI、高度なアナリティクスの信頼性を確

立して、品質を確保し、リスクを管理することで、

その可能性と価値を最大限に引き出すことができ

ます。堅牢なデータガバナンスにより、責任あるAI
のための基盤、ポリシー、手順を確立することでAI
システムの有用性と公平性を確保し、想定外の害

を及ぼす事態を回避できます。

エンドツーエンドのデータガバナンスアプロー

チでは、データ量の増加、新しいタイプのデータ

ユーザー、アプリケーションおよびデータ環境の

複雑化、法規制へのコンプライアンスといった重

大な課題に取り組む必要があります。これらの課

題に対処するために、データガバナンスのコラボ

レーション性、透明性、俊敏性、拡張性の向上が

求められます。

• AIに内在する倫理的な懸念（AIシステムに含ま

れるバイアスなど）に対応するためのガバナン

スポリシーの作成は、業務上の意思決定にも影

響を及ぼす重大な課題である。

• 法規制へのコンプライアンスと、個人および機

密データの保護は、全社的な目標として重要性

を増している。

IT部門の課題

• 社内に分散している大量かつ急増している

データにポリシー、ルール、定義を確実に適用 
する。

• ビジネスリーダー、データスチュワード（データ

管理／案内人）、開発者などさまざまな役割の

ユーザーに、信頼できるデータを提供する。

• データガバナンスやアナリティクスに必要な

データをどの技術レベルのユーザーでもセルフ

サービスで取得できる環境を整備する。

• データを適切に管理および変換し、クラウドや

オンプレミスまたは両方で数百ものアプリケー

ションやアナリティクスに信頼性の高い方法で

提供する。

拡張性の高いデータガバナンスが重要な理由

• データガバナンスのフレームワークにはAI運用

の透明性が不可欠であり、そのためにはAIモデ

ルで使用するデータソース、プロセス、アルゴリ

ズムを明確に文書化しなければならない。

• 効果的なデータガバナンスとは、ビジネスのス

ピードに対応できるデータガバナンスである。

• 効率性と俊敏性を維持することは、小規模なプ

ロジェクトでは比較的容易だが、複数の部門や

数百人もの利害関係者が関わるイニシアチブで

は困難になる。

• 効果的なデータガバナンスは、スピードを損な

うことなく拡張できる必要がある。レコードが

数千、数十億あろうと、常にイニシアチブの俊敏

性と効率性を維持しなければならない。

業務部門の課題

• データは競争優位性の基盤になる存在だが、

そのためにはデータの信頼性が高く、ガバナン

スが適用されていなければならない。

• 信頼できるデータソースを業務担当者が見つけ

られないといったケースや、業務部門内または

IT部門との間でコラボレーションを行うツール

がないといったケースは多い。
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データガバナンスの運用化
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パート5

ウォークスルー：データガバナンスの青写真

データアーキテクチャでは、テクノロジーやイン

フラストラクチャの設計に重点が置かれます。一

方でデータガバナンスには、ユーザー、プロセス、

ワークフローに加え、ガバナンスを支えるアーキ

テクチャも含まれます。データガバナンスイニシア

チブを実行してサポートするには、定義、探索、実

行、監視を含むフレームワーク全体が必要です。

3. 実行段階は、「探索」および「定義」の段階を通

して取り込んだデータガバナンスポリシー、ビジ

ネスルール、管理責任プロセス、ワークフロー、

機能横断的役割および責任を運用可能にし、

遵守することを目的としています。

一般的な全社レベルのメタデータ基盤の層に

組み込まれたAIとMLを使用することで、企業

はデータガバナンスを自動化できます。ツー

ルの自動化やチーム間のコラボレーションに

よって、データガバナンスプログラムをすべて

の使用事例に向けて企業の隅々まで拡張でき 
ます。

4. 測定および監視段階では、データガバナンスの

取り組みによって生成された有効性や価値を

取得して測定します。ここでは、ポリシーやルー

ルで定義されたコンプライアンスや例外につい

て監視し、透明性と監査性を高めることもでき 
ます。

1. データガバナンスフレームワークの基盤は、ポ

リシー、プロセス、利害関係者を定義できるこ

とから始まります。定義の段階では、ビジネスの

用語、分類法、関係性に関するデータ定義とビ

ジネスコンテキストを文書化します。また、ポリ

シー、ルール、標準、プロセス、評価戦略も文

書化します。

2. 探索段階では、組織のデータライフサイクル、

技術的能力、データ自体の現在の状態を捉えま

す。これらのステップから引き出したインサイト

によって、データガバナンスの戦略、優先順位、

ビジネスケース、ポリシー、標準、アーキテク

チャや、最終的な将来の状態に関するビジョン

が定義されます。これは、プロセス段階の「定

義」で繰り返されます。「探索」は定義を促進

し、「定義」によって探索の対象が絞られるから

です。
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パート5

データガバナンスを設計する際に
検討すべき事項

このプロジェクトにはどのようなタイプのデータ

が関係しますか？（顧客データ、財務データ、製

品データなど）

データの状態はどうですか？質は高いですか？

安全ですか？

データとプロセスの利害関係者は誰ですか？

ビジネスルールとポリシーを自動化するための

技術的機能はありますか？ない場合、どのような

システムが必要ですか？ポリシーの例外を処理

するための手動プロセスはありますか？

AIモデルの透明性と説明可能性を確保する方法

は？（解釈可能なモデルを採用したり、モデルが

特定の判断に至った理由を理解するためのツー

ルを採用したりするなど、説明可能なAIを導入す

るためのアーキテクチャを検討）

データガバナンスツールはデータカタログツール

と統合されていますか？

データガバナンスプログラムの成功を測定およ

び監視するために、どのようなソリューションを

使用しますか？（データ品質ツール、データガバ

ナンスコンソール、メタデータ管理アプリケー

ション、レポートダッシュボードなど）それは

データガバナンスツールやカタログツールとも統

合されていますか？
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結論

インフォマティカのIntelligent Data Management 
Cloud：成功するデータ中心戦略の基盤

今日の環境で勝利するためには、データ主導の

アーキテクチャとデータマネジメントにおける確

固とした能力が必要です。インフォマティカが提

供する、相互運用可能な完全統合型のIntelligent 
Data Management Cloud™（IDMC）を導入する

ことで、最新のデータアーキテクチャとデジタル

テクノロジーを最大限に活用してデジタル トラン

スフォーメーションを成功させることができます。

IDMCは、クラウドで構築された、クラウドのため

の、単一のデータマネジメントプラットフォームで

す。このプラットフォームにより、強固なデータ基

盤を構築し、アナリティクス／AIプロジェクトに信

頼できるデータを簡単かつ効果的に、優れたコス

ト効率で供給できます。

また、IDMCにより、顧客体験の質を高め、売上

を拡大し、新しい製品やサービスを予測可能な

ペースで投入できます。統合型のデータマネジメン

トに欠かせない5本柱に対応しているほか、イン

テリジェントなデータプラットフォーム、クラウド

データウェアハウジング、データレイク、360度の顧

客ビュー、データガバナンス、データプライバシー

を通じてデジタル トランスフォーメーションを加

IDMCにより、プラットフォーム、クラウド、マルチ

クラウド、マルチハイブリッドを問わず、データマ

ネジメントを拡張して、信頼できるデータにもとづ

くイノベーションを推進できます。インフォマティ

カのAIエンジンCLAIRE®が、お客様のデータ環境

を学習して、手動タスクを自動化し、提案を行い、

インサイトを提供します。

IDMCを導入してこの基盤を築くことで、今日だけ

でなく将来にわたり、企業データを信頼性の高い

実用的なインサイトに変えることが可能になりま

す。

次世代のデータアーキテクチャを活用して価値を

創出する準備はできていますか？

詳細はこちらをご覧いただくか、お気軽にお問い

合わせください。

速させます。こうしたメリットの融合により、ビジネ

スの敏捷性を高め、意思決定を改善し、インフラ

ストラクチャの断片化という課題を克服すること

ができます。

目まぐるしく進化する今日のデジタル環境におい

て、IDMCは、事実上あらゆるデータマネジメント

パターンをサポートし、次のようなイニシアチブに

貢献します。

• モダンデータアーキテクチャ（データファブリッ

クやデータメッシュなど）を効率的に構築して、

絶えず変化するビジネスニーズに対応する。

• 高品質データプロダクトに基づくデータドリブ

ンな意思決定を加速する。

• 次世代データマネジメントを通じて、拡張可能

なAIを実現し、信頼できるデータ基盤を構築す

る。

• オンプレミス、クラウド、ハイブリッドの各環境

に拡張可能なモダンアプリケーションアーキテ

クチャを確立する。
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